
夏募金のご支援は、『どんな困難な状況にあっても、
未来を拓きたいと願う子どもたち』の教育支援に使わせていただきます。
エファが実施している教育を受けづらい環境にいるカンボジア、
そしてラオスの子どもたちが学び、生きる力を伸ばすために
力をお貸しください。

3集合村に「チルドレン・スタディ・クラブ」を設
置し運営をしています。月曜日から金曜日まで
子どもたちが学んでいます。

農村部の障害児に
学びの場を

障害者の権利を学ぶだけではなく、社会から
障害をなくすためにできることを、一人ひとり
が考え実行するための研修会を開催します。

教員、村民への
トレーニング研修

エファはカンボジアの教育省や日本の専門家
の協力を得ながらバリアフリーのデジタル図
書などの新しい教材を開発。タブレットの整備
等も進め、自ら情報を得る力を育てています。

アクセシブル（利用しやすい）
教材の開発

障害があっても暮らしを営んでいくための農業
や養殖の技術を、子どもたちと保護者向けに
研修を通じて伝えています。

農園づくり、
魚の養殖研修会

1975～1979年の3年8ヶ月20日続いた
クメールルージュ政権下で、国民の約
25％が、強制労働による過労、餓死、ま
た虐殺により命を落としました。虐殺の
対象となったのは、前政権の公務員、
知識人といわれる医師や僧侶、教員で
した。政権崩壊後、生存した小学校の
教員は2割程度と言われています。

内戦中、カンボジア国立図書館は閉
鎖。「本は余計な知識を与えるもの」と
多くが燃やされるか、兵士の巻煙草の
紙として使われました。内戦終結後、国
立図書館にあった蔵書の内、使用でき
る本は500冊のみ。作家も知識人とし
て処刑されてたため、本をかける人が、
カンボジアからいなくなりました。

内戦中、カンボジアのすべての教育機関
は閉鎖となりました。1979年のクメール
ルージュ政権崩壊後、再開できた小学
校は全国で97校のみでした。いまでも、
一番近い小学校まで何十キロも離れて
いる村々があり、通学が困難な子どもた
ちもいます。特に障害がある子どもは、
進学をあきらめるケースが見られます。

1993年 「カンボジア王国」発足

1995年 「教育セクター投資枠組み」策定（1995-2000）

2001年 「教育戦略プラン」策定（2001-2005）

2002年 「社会福祉・労働・職業訓練・青少年リハビリテーション省」設置
　　　   「障害者権利法案」成案化

2003年 「EducationE for All 国家プラン 2003-2015」

2009年 「障害児教育に関する政策マスタープラン」策定

先生を育てられる先生がいない。本をかける作家がいない。学
校を建てるための建築士がいない－－カンボジアでは、人的な
資本の損失が、復興を大きく妨げました。
1993年にカンボジア王国となり、民主主義国家の一歩を踏み
出します。カンボジア教育省も教員養成、学校建設、教科書づ
くりなど、マイナスからのスタートでした。そのため障害がある
子どもたちの法整備が遅れ、2009年に初めて「障害児教育に
関する政策マスタープラン」ができました。障害児への教育に
ついては、教員の育成、適切な学習教材の活用、ユニバーサル
デザインを考慮した校舎づくり、住民への理解促進が必要で
すが、まだ実施・整備は進んでいません。
エファは教育省、福祉省、また地元の学校と連携して教員の
育成、教材の開発などを進めていきます。

マイナスからのスタート
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サトスレイ・トーが暮らす

カンボジア

2021年にチルドレン・スタディ・クラブができた直後、みんなとても静かでした。どうやら
学校で発言をするたび「発音がおかしい」「答えが違う」と言われ、声を出すのが怖いと
いった様子でした。何度も何度も繰り返し学習することで、答えられる問題が増えてきまし
た。絵本を読むことで、言葉はもちろん、喜びや悲しみという感情を学びました。気がつけ
ば、子どもたちの笑い声にあふれる場所になりました。いまでは村のおばあちゃんが子ど
もに伝統舞踊を教えに来たり、お父さんお母さんが世間話をする場所にもなっています。
このクラブの継続のため、どうかお力をお貸しください。

エファと協働で事業をしている現地のNGO：CADDPのプログラムマネジャー
マリムーング・ソペアップ

子どもの笑顔が大人を元気にし、
村全体を笑顔にする

エファは、2004年よりカンボジアで教育と福祉事業を行っています。
2021年からは、カンボジアの農村部に暮らす障害児が、集い、遊び、

学ぶことができる教室「チルドレン・スタディー・クラブ」を3集合村で運営しています。
2023年は、日本カンボジア外交関係樹立70年の年。

いま一度、サトスレイ・トーが暮らす、カンボジアの歴史を振り返ってみませんか。

国民の
４分の１が命を落とす

国立図書館に残ったのは
500冊の本のみ

100校以下からの
スタート

Voice in the fields
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